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March 2025

LBC Tank Terminalsの
持分取得（完全子会社化）
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1. 案件概要
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案件概要

1. その他にLBC Management Company II B.V.が約0.1%の持分を保有しており、同社からも持分を取得予定

2. 本件取引の実行は、関連当局からの許認可の取得等が条件

1. 取得対象
LBC Tank Terminals Group Holding Netherlands 

Coöperatief U.A. (以下「LBC」といいます。)

2. 持分取得先1 Ardian(35.0%)、PGGM(32.5%)、APG(32.5%)

3. 取得対価 1,715百万米ドル（現金対価、予定）

4. 取得比率 100%（完全子会社化）

5. 事業内容
液体化学品、基油、次世代エネルギー、原油および精製石
油製品等の貯蔵施設にかかる管理および運営

6. クロージング日 2025年6月（予定2）

本件実施前

本件実施後

35.0% 32.5% 32.5%

100% 完全子会社化
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LBCの概要

会社概要 売上高のブレイクダウン1

1. 本社所在地 ロッテルダム、オランダ

2. 従業員数 約540名

3. 代表者 CEO Frank Erkelens

4. 保有タンク容量 3百万立法メートル（合計）

5. 特徴

• ケミカルの取り扱いにおいてタンクターミナル業
界で世界最大手の一社

• 化学品メーカーやエネルギー会社といったお客
様のサプライチェーンを支える

6. サステナビリティ
評価機関からの
業界トップ級の
評価実績

US
71%

Europe
29%

Houston
48%

Baton Rouge
8%

Seabrook
10%

Freeport
6%

Antwerp
14%

Lillo
4%

Rotterdam
11%

FY2023

■ プロダクト別■ 地域別

■ サービス別

Rental タンクの賃貸による保管料としての収益

Throughput
貯蔵物の出し入れにかかる収益（固定
フィーと変動フィーが存在）

Services
上記以外の付加価値サービス（製品の
処理（加熱・撹拌等）等）

98/100 score

Chemicals
71.6%

Petroleum
14.0%

Base Oils
12.4%

Other
2.0%

FY2023

Rental
69.4%

Throughput
10.3%

Services
20.3%

FY2023

1. 売上高構成比は、持分の50%を保有し持分法適用会社化している、Seabrook Logistics LLCの50%分の売上高を含む比率
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タンクターミナル概要

米国・欧州の化学産業集積地において、7つのタンクターミナルを運営1

1. LBC Vlissingenは、LBCが2024年11月に取得し、現在開発中

2. Seabrook Logisticsは、持分の50%を保有する持分法適用会社

LBC Lillo

（47k cbm)

LBC Antwerp

（255k cbm)

LBC Houston

（1,282k cbm)

LBC Baton Rouge

（504k cbm)

Seabrook Logistics2

（630k cbm)

LBC Freeport

（98k cbm)

LBC Rotterdam

（174k cbm)

LBC Vlissingen

（Operational in 2028-2029)
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LBCの扱う主要商品
ケミカル製品を中心に多様な取り扱い商品を持つ

取り扱い商品カテゴリー別売上高1 主要な用途

化学品
~80%

基油
~10%

石油
~10%

断熱材

風力発電機

食品・飲料

ポリエステル・ナイロン

建設用化学品

衛生用品

包装

医薬品・
化粧品

太陽電池

変圧器 油圧装置 潤滑剤

プラスチック原料 持続可能燃料 水素担体

輸送用燃料 ジェット燃料 船舶用燃料

新エネルギー等
~2%

1. 売上高構成比は、後述する建設中プロジェクトによる売上寄与考慮後の数値

酢酸

硫酸

潤滑剤

MDI

TDI

アクリロニトリル

プロピレンオキシド

フェノール 等

メタノール

ブタノール

ベンゼン

スチレン

グリコールエーテル

エタノール

キシレン

トルエン
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ケミカル・タンクターミナルは、輸出港と輸入港において化学品の貯蔵サービスを提供することで、化学品サプライチェーンにおける重

要な役割を果たしている

ケミカル・タンクターミナルとは
化学品の貯蔵サービスを提供：ケミカル・サプライチェーンにおける不可欠な存在

下流輸出港上流 海上輸送 輸入港

主要顧客（例）

石油・ガス会社 化学品メーカー

ケミカル・サプライチェーン

LBC社が提供するサービス

ケミカル・タンクターミナル ケミカル・タンクターミナル

貸出容量や取扱物流量・
サービス量に基づく課金

貸出容量や取扱物流量・
サービス量に基づく課金

・(大型タンクを用いた) 液体バルク貨物貯蔵サービス（Take-or-Pay契約に基づく）
・(ドラム缶 / IBCコンテナを用いた) 倉庫内液体貨物保管サービス
・ハンドリングサービス (ヒーティング、トレーラー・鉄道等への積み替え) 
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LBCの強み/競争優位性
世界最大規模のケミカル・タンクターミナル・オペレーター

顧客地域製品

米国・欧州の化学産業集積地において、
7つのターミナルを保有

複数の積み出し施設等による、

マルチモーダルな接続性

北米と欧州を拠点とした
強固な顧客ネットワーク

主要な化学メーカー、エネルギー会社
との長期のリレーションシップ

化学品産業集積地の主要港における
一等地のターミナル立地

多種多様な取扱製品

需要増加による市場成長期待

大きな市場成長が見込まれる

次世代エネルギーの取扱いが可能

LBCの強み/競争優位性

◼ 需要拡大が期待されるケミカル・タンクターミナル事業における、100年以上の確かな実績

◼ 米国Gulf Coast、欧州ARA地域1といった、化学品産業の集積地の主要港において、高いプレゼンスを発揮

◼ グローバルの化学品メーカー、エネルギー会社等との強固なリレーションを構築、長期的な契約関係による安定的な収益基盤を構築

• 契約の平均残存期間は7年：将来における$2.3bn分の収益を契約済み

Crude oilBenzeneMethanol
etc.

長期契約やパイプライン接続による

強固な顧客基盤

USGC ARA

1. 欧州の主要港が属する、アムステルダム、ロッテルダム、アントワープの3都市を指す呼称
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化学品の需要は、今後も世界的な生産市場の規模拡大が見込まれており、生産増に従って輸送需要、それに伴う保管需要も

伸びていくことが予想される

化学品需要の成長予測
世界的に堅調な市場成長が見込まれる

1. ケミカルタンクターミナルにて取扱量の多い主要14化学品のARA 2拠点(Rotterdam +Antwerp) の年間輸入量、USGC 3拠点 (Houston +Freeport +Baton rouge) の年間輸出量 

出典: 外部調査機関の予測データをベースとし,GDP成長率等も踏まえて独自分析

化学品市場推移

2014 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 33 34 3532

27
29

33
35

38
36 37 38

37 36
38

39
42 43 43 44

40

46 46 47 48
45

+2.1%
USGC total (export)

ARA total (import)
Total liquid bulk

(M cbm)
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LBCは既存ターミナルの拡張・タンクキャパシティ拡大による成長とともに、次世代エネルギーへの取り組みも進める予定

今後の成長戦略
既存アセットの拡張を通じた確度の高いアップサイドポテンシャル

1. 建設中プロジェクトによるキャパシティ拡張を含まない、FY2024時点のキャパシティ。cbm：立法メートル

2. FY2024 Run Rate EBITDA：現在建設中のプロジェクトがフル寄与したと仮定した場合の、FY2024のEBITDA水準

3. 2022~2024のEBITDAは、持分法適用会社であるSeabrook Logistics LLCのEBITDAの50%を含み、IFRS16号による影響を除外

Run Rate EBITDA2

$208m 

2024 Run Rate2

3mn

cbm1

顧客との長期契約による安定収益型事業

$142m

20352024

Capexについては、対象会社のキャッシュフローの範囲内で、
対象会社のクレジットでファイナンス組成予定。（USPP等）

20232022

次世代エネルギープロジェクト
• アンモニア/CO2等の次世代エネ

 ルギー
• 熱分解油の貯蔵施設については
ロッテルダムの既存施設内で
2024年から稼働中

建設中プロジェクト / 業務効率化
• 2024時点で建設中の拡張案件
• 2025-2026に建設完了予定
• オペレーション改善によるコスト削
   減も進行中
($198mの追加Capex)

成長プロジェクト
• 今後建設開始する拡張案件
• 2026-2030に建設完了予定
• 追加のキャパシティ増加により、

 約$114mのEBITDA寄与

$132m 
$120m 

EBITDA寄与
$66m

キャパシティ拡大
約30万cbm

EBITDA3

+$114m EBITDA 
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2. 本件取得の戦略的意義
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当社グループは、ケミカルタンカー事業において、世界最大級の船隊規模を有する

当社のケミカルロジスティクス事業強化に向けた取り組み
世界最大規模のケミカルタンカー事業を展開

1. DWTベース。20タンク以上のステンレス多タンクのケミカル船を運航する船社におけるシェア

出典: CKB Fleet List (August 2024), extracted Chemical tankers with 20+ fully stainless-steel tanks, sorted by DWT)

MOLCT, 19%

Stolt, 16%

Odfjell, 13%

Womar, 5%Ace Quantum, 5%

A社, 3%

B社, 3%

C社, 2%

D社, 2%

E社, 2%

Others, 30%

ケミカルタンカー市場シェア1

19 %

世界

第1位
（DWTベース）

55
63

87 88 87
81 82

113

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2035

130~150
2019

• 主に大西洋およびラテンアメリカ地域で
19隻のケミカルタンカーを運航する
Nordic Tankers（デンマーク）を完
全子会社化

2024

• 36隻のケミカルタンカーを運営する
Fairfield Chemical Carriers

（シンガポール）を完全子会社化

ケミカルフリート数
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本買収により、タンクターミナルでの陸上保管機能を獲得、また、海上輸送からタンクコンテナを利用した小口輸送までラインナップ

を拡大することで、お客様の多様な輸送ニーズに柔軟に応える「ケミカルトータルロジスティクスサービス」体制を構築し、ケミカル物

流をグローバルにリードする存在になることを目指す

加えて、当社グローバルネットワークを活かし、ケミカル需要の高いアジアへの進出をサポートすることで、更なる成長を後押しする

ケミカルタンカー

タンクコンテナ

タンクターミナル

LBC買収の意義 (1/3)
ケミカルトータルロジスティクスサービス体制の構築

LBC取得により、ケミカル分野のトータルロジスティックスサービスプロバイダーに成長

多面的なサービスの提供
による顧客との関係強化

重複する顧客層に対する
共同アプローチ

新規物流需要への
早期アクセス

本船ターミナル寄港時
荷役効率の改善

当社ネットワークを活かして更なる成長を目指す

= ケミカル海上輸送の航路

= LBC展開エリア

アジアへの進出をサポート
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脱炭素社会の実現に向けアンモニアやCO₂の輸送需要の拡大が見込まれる中、当社の次世代エネルギー事業展開を加速

次世代エネルギーのサプライチェーンと当社の取り組み

生産

アンモニア

CO2

陸上保管 海上輸送 陸上保管

展開領域の拡大
権益投資

LBC買収の意義 (2/3)
今後の成長戦略

展開領域の拡大

アンモニアを燃料として航行する大型アンモニア輸送船（イメージ）

液化CO2輸送船（イメージ）
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グループ経営計画「BLUE ACTION 2035」に掲げている海運不況時でも黒字を維持できるポートフォリオへの変革に向け、

海運市況との相関性の低い「安定収益型事業」・「非海運事業」の拡大へ貢献

LBC買収の意義 (3/3)
ポートフォリオ改革による安定収益基盤の強化

0

20,000

40,000

60,000

80,000

40%

2030

40%

2035

0

20,000

40,000

60,000

80,000

2030 2035

市況享受型

安定収益型

海運

非海運

2022

(BA2035策定時)
2023 20232022

(BA2035策定時)

47,000
51,000 51,000

47,000

45%
50%

75%
70%

60%

60%

1. IFRS導入後に織り込むべき将来傭船料などオフバランス資産を含んだものを想定。なお、本数値は当社が一定の想定の下に試算した概算値で、IFRSを正式に適用した場合の算出値とは相違する可能性があります。

アセット見通し ： 市況享受型 vs 安定収益型 アセット見通し ： 海運 vs 非海運

単位：億円 単位：億円

64,000

75,000

64,000

75,000

うち、本件
による貢献

うち、本件
による貢献
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3. 資金調達・資本政策
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資金調達/財務計画

資金調達

財務計画

• 主として主要取引銀行からの借入金により対応し、資金の手当ては確保済み

• 本件取引の実行後、当該資金のパーマネント化に向け、当社株主や財務健全性
への影響も考慮した上で、当社経営・財務状況、市場動向などを勘案しながら、最
適な資金調達手段を検討

• 希薄化を伴う公募増資は予定していない

• ネットギアリングレシオは一時的に悪化するが、中期的に0.9～1.0への改善を目指す

• LBC取得については、Phase 2における投資を先行して実施したもの。キャッシュ・ア
ロケーションについては見直しを行ったうえで、2025年度に改めて説明予定

• 株主還元方針は変更なし
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